
 
 
 
 
 

 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              
 

       

                            

 

「
ふ
な
み
ち
」
で
も
報
告
し
て
い
ま
す

が
、
「
定
年
延
長
に
係
る
要
求
」
と
「
秋

季
年
末
闘
争
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

12
月
13
日(

火)

に
職
員
課
長
交
渉

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

人
員
不
足
に
つ
い
て
は
、
一
番
の
問
題

で
、
し
か
も
毎
年
毎
年
同
じ
話
を
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
改
善
に
つ
い

て
強
く
要
求
し
ま
し
た
。 

 
 

職
員
課
長
か
ら
も
、
「
保
育
園
と
の

交
渉
の
時
に
、
保
育
園
で
の
状
況
が
よ

く
わ
か
り
、
業
務
に
支
障
が
あ
る
こ
と

も
わ
か
っ
た
の
で
、
今
の
状
況
を
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た

が
、
「
ど
ん
な
手
立
て
が
取
れ
て
、
い
つ

解
消
さ
れ
る
の
か
。
わ
か
っ
て
い
る
の
に

で
き
な
い
の
は
何
故
か
？
」
と
部
長
交

渉
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
組
合
か
ら
も
、

「
定
数
内
会
計
年
度
任
用
職
員
が
い
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
分
正
規
を
採
用
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
」
「
人
が
い
な
い
な
ら
、
入

所
人
数
を
減
ら
す
」
等
提
案
し
て
い
ま

す
。
募
集
広
告
を
ど
こ
に
掲
載
す
る
か

だ
け
で
な
く
、
他
に
も
で
き
る
事
が
無

い
か
を
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

人
が
足
り
な
い
こ
と
で
、
有
休
も
取
り

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
庁
等
と
ど
の

く
ら
い
違
い
が
あ
る
か
の
資
料
を
提
出

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
正
規
保
育
園
職
員
の 

有
休
平
均
取
得
日
数
は
7.6
日
。 

年
休
取
得
５
日
未
満
は
16.3
％
。 

市
全
体(

保
育
園
勤
務
職
員
を
除
く
）の

有
休
平
均
取
得
日
数
は
14.7
日
。 

年
休
取
得
５
日
未
満
は
、
3．3
％
で
す
。 

有
休
の
中
に
は
、
「
ク
ラ
ス
閉
鎖
中
の

有
休
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
本
当
に
少
し
し
か
取
れ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
 

早
急
な
改
善
を
求
め
ま
す
。 
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昨
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
振
り
回
さ
れ

る
１
年
で
し
た
。
今
も
ま
だ
感
染
が
拡
大

し
て
い
て
心
配
で
す
ね
。 

 

組
合
で
は
、
コ
ロ
ナ
を
気
に
し
な
が
ら
の

活
動
し
か
で
き
ず
、
皆
さ
ん
に
還
元
で

き
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
研

修
会
な
ど
、
ズ
ー
ム
で
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

世
の
中
が
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
な
り
、
保

育
園
連
絡
会
も
感
染
予
防
を
し
な
が
ら

開
催
を
基
本
に
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
、
「
こ
ん
な
い

い
方
法
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
い
う
報
告
な

ど
交
流
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
「
連
絡

会
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
意
見
が

出
て
い
ま
す
。 

 

気
軽
に
交
流
で
き
る
場
と
し
て
開
催
で

き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
様
々
な
事
で
ご
協
力
を
頂
く

と
思
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   保育園での虐待について 
 「氷山の一角」とも言われ、どこで 
もあることの様に聞こえますが、 

「保育の見直し」をするきっかけと 
し、日々の保育や毎日頑張っている 
自分に自信を持ちましょう！ 



                            

        

   ☆  1・2 歳児担当クラスであったため、イヤイ

ヤ期の発達について、話が聞けてよかっ

た。 

また、実例が多く、想像がつきやすかっ

た。 

  幼児クラスの話し合い（子どもたち）につ

いて、自分の保育の見直しにもなった。次、

幼児クラスの担当になった際にはやってみ

たいことが色々見つかって実際に保育に活

かしていきたいと思った。（海 1 N） 

 

☆ 「ゼロ、1、2 歳児の発達と保育」 

 私は去年0歳、現在1・2歳クラスの担任を

しているので、改めて 0・1・2 歳について深

く学びたいと思って学びました。 

 特に、1 歳児は「やってみたい！」という気

持ち（興味関心）が強く、色々な事をやって

いて関わり方に悩んでいました。「ダメ！」と

決め付けずに今はどんなことを思ってこの

遊びをしているんだろう、こういう考え方もあ

るんだという子どもの気づきに視線を向けて

みると新しい発見が見つかるのだと思いま

した。 

 4 月当初は環境の変化で泣いていた子ど

もたちですが、今は友達や先生のまねをし

てみたり、言葉が増えやりとりができるまで

成長したなと振り返るきっかけとなりました。 

 今後も自分の 

保育を振り返って 

関わり方等 

学んでいきたいです。 

（海 1 K） 

           

☆ 「じょうずにたべる、たべさせる」 
  摂食動作、摂食機能の発達の部分で、

改めて子どもの様子を見る視点やポイン

トとなる所を知ることができました。 
また、離乳食を与える際、子どもがしっ

かり咀嚼や嚥下ができるよう、食材の調理

法や素材、食具のサイズ、援助の仕方が大

切なのだと感じました。 
  幼児期の子で、口の中の物をなかなか

飲み込めない子がいるのですが、口への

取り込み方、舌の動きを改めて見て、つ

まずいている所、援助の方法を考えてい

きたいと思いました。（習 1 H） 
 
☆ 「じょうずに食べる、食べさせる」 

 ST の先生なので、とても実践的で分か

り安く、職員みんなで聞いても良い内容

でした。 

「保育の安全と子どものいのちを守る

職員集団づくり」 

 寺町先生は、以前自主研修でもお招き

したので、とても毎回興味深く感じまし

た。安全は 1人 1人意識を持つことはと

ても重要ですが、やはり、管理者がいか

に他人事にしないかということが重要

だと思いました。 （千鳥 T） 

 

☆ 「ゼロ、1、2 歳児の発達と保育」 

  改めて0～2歳児の発達について詳しい

ことを学ぶことができた。 

クラス内で連携、子どもの姿の共有など

が、子どもの思いや成長に気づき、必要な

手立てを考える為に大切だと改めて実感し

た。（湊町 T） 

感想 

 

 


